
議
題 

 第 16 回運営推進会議 

日時 2024 年 2 月 21 日（水） 13:00～14:00 

場所 デイサービス若芝 2F 和室 

出席者 

(順不同敬称略)  

芝本町町内会長 M 様  芝本町民生委員 Y 様 

三島市北包括 K 様 

デイサービス若芝センター長 渡部浩考 

デイサービス若芝職員 森有香 

デイサービス若芝総括マネージャー 渡部美保子 

 (議事録作成者) 渡部浩考 (議事進行者) 渡部美保子 

会議の詳細 
● ごあいさつ（センター長 渡部浩考） 

～出席者のご紹介、本会議の趣旨（目的）について～ 

お忙しいところ本当にありがとうございます。本日は利用者様や家族の参加はないのです

が町内会長の増田様、民生委員の吉川様、包括の河野様がご参加くださいました。地域の

情報などを共有させていただけると幸いです。 

 

● デイサービス若芝の現況（センター長 渡部浩考） 

・R6.1.1 付けでサービス事業所の指定認可(6 年間)の更新を受けました。 

・現況他→10 名定員ですが、入所によるサービス終了や年末年始に体調を崩された方もお

り、平均し 9 名弱のご利用状況です。新規のご相談も受けておりますので 3 月にはもう

少し稼働率もあがると思います。 

 

● 今後について（センター長 渡部浩考） 

・コロナが 5 類扱いに変わり、活動的な時間を増やすようにシフトしてきました 

・コロナ禍の 3 年間で ICT 化など運営強化は十分に行うことが出来ました 

・BCP(事業継続計画)の策定など、不測の事態に対する準備が介護業界に限らず進んでい

ると思います。介護業界も 4 月より完全義務化されますので事業所としても BCP を策

定して準備が整いました。 

 

● デイサービス若芝の活動（職員 森有香） 

・写真をみていただきながらの活動報告 

・個別の活動をいろいろと考えて実施していることを説明 

 

 



● 動画「安心してくらせる街づくり」 

認知症の現実を踏まえた街づくりの事例を動画で紹介 

→若芝は小規模な事業所ですが動画で描かれていたような地域との連携や 

 認知症の方にとっての居場所作りを強く意識した運営をしています 

 

 

● 意見交換 （話題ごとに整理して記録） 

 ＜防災等について＞ 

 センター長 渡部 

  ハザードマップでは芝本町は特段の注意エリアはないと認識していますが、何か情報はあ

りますか？ 

 民生委員 Y 様 

  小さな川はたくさんありますが、水が溢れるということはないと思います。 

 町内会長 M 様 

  道が狭いということはあると思います。狭い道なのに一方通行の指定になっていないとこ

ろもあり、注意が必要ですね。また、古い家屋も多いので耐震補強等が十分でない場合に

は先日の能登震災のようなことがあった場合に倒壊してしまう建物も一定数あるかもし

れないです。 

 統括 渡部 

  芝本町の地域の防災訓練は内容も充実していて、しっかりとした訓練ですね。 

 職員 森 

  毎年参加していますが、キッチリやるので良い振り返り(復習)にもなっています 

 センター長 渡部 

  事業所独自の避難訓練では、ヘルメットと非常リュックを持って避難経路の確認に出かけ

ています。私たちの存在を知ってもらうことにもなるので、敢えて「目立つ！」ようにや

っています。 

 町内会長 M 様 

  以前は、小中学生にも参加してもらって要避難支援者の自宅を一緒に回ったりして、支援

が必要な人たちの存在を共有するという活動をしていましたが、コロナ禍もあって共有も

薄まってしまったように感じています。 

 

 ＜事業所の活動について＞ 

 町内会長 M 様 

  耳に入ってくる情報としては、介護事業所によっては利用者の確保に苦しんで空いてしま

っている事業所もあると聞きました。若芝は比較的高い稼働率を維持しているように思い

ます。立派ですね。 



 統括 渡部 

  コロナ禍もあり、介護人材の不足などもあって、思うように利用者様を集めることができ

ないという苦しい実情もあると思います。おかげさまで私たちの事業所はなんとか運営出

来ています。 

 民生委員 Y 様 

  男性の利用者もいるのですか？私が関わっている方の中に、介護サービスを受けたほうが

いいのではないかという男性の方が何人かいるのですが、介護サービスを進めてみても

「俺は大丈夫だよ」という感じで、家から出てくれないような人もいます。 

 職員 森 

  男性の利用者様もいます。男性ならではの活動を考えて提供するようにしています。男女

で嗜好や得意分野が異なることは当然ありますが、一緒にいる方の活動を興味深く眺めて

いることや「手は出さずに口を出す」(笑)というような関わりもありますので、一概に男

性がサービス利用に向かないということではないかもしれません。 

 町内会長 M 様 

  おひざ元の三嶋大社にも出かけたりするのですね。車いすの人もいますが境内を移動でき

るのですか？ 

 統括 渡部 

  正面からだと車いすは難しいので脇から入ります。三嶋大社と楽寿園は車いすに優しくな

いですね(笑)。 

 町内会長 M 様 

  機会があれば言っておきます(笑) 

 

＜地域の情報＞ 

 民生委員 Y 様 

  民生委員としていろいろな家庭の様子を確認にいきますが、要確認の必要性がある方とし

て連絡を受けている人以外からも問い合わせを受けることが増えているように感じてい

ます。ちょっと対応に苦慮するような問合せや相談もあり悩ましいところです。 

 町内会長 M 様 

  行方不明のような連絡を受けて心配して探し回ったこともあります。結局、入院していた

だけだったのですが、こちらは知らずにずっと探し回っていました。こういった連絡体制

についても再考の余地がありますね 

 包括 K 様 

  私たちはまさにそういった苦慮される困りごとに対して動いている組織となります。独

居・老々介護などの世帯が増えており、理屈だけでは解決しにくいケースも増えています。

是非、相談にきてください。 

 



 センター長 渡部 

  三島包括から分かれて三島北包括ができたのは、それだけ相談ケースも増えているから窓

口を増やしていくということなのですね。 

 

＜その他＞ 

 包括 K 様 

  認知症は個人の問題・家族の問題・地域の問題と影響範囲も広がっています。動画でも紹

介されていましたが、地域を挙げて認知症の理解を進めて共助していく街づくりが大切だ

と思います。 

  若芝は制服も少し変わっていることもあって目立つ存在ですし、実際に町中を散策したり

して非常に認知度も高いです。こういった存在が知られていくことは地域にとってもあり

がたいことです。 

 町内会長 M 様 

  若芝の存在は良く知っています。よく見かけるし、感じも良いから好感も持てます。しか

し、それ以外の事業所を見かけることは他の地域でもあまりないと感じます。身近に感じ

られる事業所が増えるといいですね。 

 

 

 センター長 渡部 

  お忙しい中、ご足労いただきありがとうございました。高齢化がどんどん進んで、複雑で

難しいケース（家庭環境やニーズ）も増えていると感じています。町内会長さんや民生委

員のご苦労は増すばかりですね。今回、三島北包括とも顔の見える関係が出来たことで、

少し困ったときには包括さんへ気軽に相談してもらえるようになると良いと思いました。 

 包括 K 様 

  是非！たくさんのケースを抱えているので参考になる情報もあるかもしれません。 

 センター長 渡部 

  本日は、本当にありがとうございました。次回は半年後の令和 6 年 8 月頃を予定しており

ます。 

 

 


